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 要  旨 
 
流体工学の分野において振動翼に関する研究は, 非定常翼理論による研究だ
けでなく, 実験および数値計算技術の発展と共に, 翼周りの流れ場あるいは翼
に働く力などの研究が多く行われている. 特に, 振動翼による推進に関する研
究は, 将来的に, 水棲生物の推進または羽ばたき飛行メカニズムの解明やはく
離の制御を用いた推進機構の開発として, 大きな期待を寄せている. また, 昆
虫や鳥などの生物は, 翼が柔軟にできていることから, 翼の柔軟性は無視でき
ないと考えられ, 翼の弾性変形を積極的に利用していると思われる. 近年の二
次元振動翼に関する研究は, 梁らがヒービング振動のみにおける剛体翼に作用
する流体力計測を行い, 無次元振動数の増加により推進力が発生することを示
した. また, 非定常弾性翼に関する研究は, 大きく二つに分類することができ
る. 魚や鳥の翼の変形を多間接ヒンジによる剛体翼の集合とする場合と, 連続
した弾性翼と見た場合である. 振動翼に対する流体-構造連成問題は数値計算
による研究が多く, 実験研究においては多間接翼に関する研究が多く, 剛体を
元にした研究に終始されているのが現状である. しかし, 実際の鳥のはばたき
や水棲生物の運動に弾性変形は無視できないか, 弾性変形が非常に重要になる
場合がある.  
 
ヒービング振動する翼に対して,「流体力を受けて変形する翼」と「翼の変
形により変化する流れ場」との複雑な相互作用について研究を行うことを目的
とする.本研究では, 簡易的なモデルとして平板翼を用い,単純化のため2次元
的振動問題を取り扱うこととする.そこで, 6軸力覚センサを用いて平板翼に働
く流体力を直接計測することによって,ヒービング振動下における翼の「弾性
変形」が流体力へ及ぼす影響を調査するために準2次元的実験を行った. 
 
その結果, 曲げ剛性の低い弾性翼の非定常問題において, 実効迎角を考慮す
る必要性を明らかにした. さらに, 剛体翼において動的失速が発生するような
振動条件を, 弾性平板に与えた場合, 動的失速の抑制されることによる推進力
低下の抑制が確認された. 曲げ剛性の低い平板では, 振動条件の増加に伴って
推進力の低下が起こった. このため, 曲げ剛性の低い翼では翼の反り返しが起
こっている可能性が高いため, 翼に働く流体力の不安定な状態が発生したと考
えられる.  
 
